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Identification of human papillomavirus (HPV) 16 DNA integration and the 
ensuing patterns of methylation in HPV-associated head and neck squamous 
cell carcinoma cell lines 
(ヒトパピローマウィルス(HPV)関連頭頸部扁平上皮癌細胞における HPV16 型










いて組み込みに伴う HPV ゲノム及びその近傍のヒトゲノムの DNA メチル化レ
ベルの変化についてバイサルファイトパイロシークエンス法を用いて解析した. 
次世代シークエンサーによる解析結果の平均リード長は 418.18bp，平均リード
精度は 31.30 であった.UPCI:SCC090 では染色体 2q23,3p12,6p21,9q22 に，






まれた HPV ゲノムのメチル化レベルも低い傾向を示していた. 
















































1.今回の発表では HPV の組み込み部位は exon には認めなかったとのことだ























clonal expansion によるものではないかと考えている. 
 













のメカニズムとしては cis, trans どちらの可能性が高いと考えているのか？ 
HPV 発癌のメカニズムとしては言われていることは E6 が p53,E7 が Rb の発現
を抑制という機構であるが,それぞれの遺伝子の近傍にHPVが組み込まれるわ











われわれの渉猟する限りでは HPV 関連癌において組み込みに伴う DNA メチル
化の傾向に関しての報告は今までに認めていないため,本研究が新規の報告
と考えている. 
 
以上,審査発表,質疑応答は適切になされた.また学位研究報告書の内容も質
疑応答の結果をふまえ適切に改定されている.結果,本論文は横浜市立大学博
士（医学）の学位に値する研究成果を示したものと判断された. 
 
 
